
県議会のホームページで議会の様子がご覧になれます。　鳥取県議会　で検索してください。3

問 

総
合
事
務
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
う
。
市
町
村
が
県
に
望
む
機
能
を
残

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

再
編
の
目
的
は
、
地
方
分
権
に
備

え
、
行
政
機
能
の
向
上
、
効
率
的
で
強

力
な
行
政
組
織
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　

再
編
は
、
東
部
、
中
部
、
西
部
の
３

圏
域
へ
の
集
約
が
基
本
で
あ
る
が
、　

市
町
村
合
併
が
進
み
、
行
政
区
域
が
合

わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

東
部
は
東
部
で
広
域
的
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
本
庁
に
東
部
振
興
を
管
轄

す
る
ポ
ス
ト
を
置
き
、
そ
の
傘
下
に
中

問 

昨
年
度
決
算
に
お
い
て
、
一
般
会

計
は
１
５
４
億
円
の
黒
字
、
基
金
残
高

は
４
５
０
億
円
と
な
る
な
ど
、
財
政
状

問 
大
津
市
の
い
じ
め
問
題
に
対
す
る

市
教
委
と
学
校
の
対
応
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
教
訓
を
得
、
今
回
の
県
の
い
じ
め

問 

中
部
地
区
は
東
部
、
西
部
と
比

べ
、
人
口
減
少
率
が
高
く
市
町
村
民
所

得
も
一
割
程
度
低
い
。
企
業
誘
致
件
数

も
少
な
い
。
中
部
へ
の
企
業
誘
致
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
や
工
業

団
地
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
が
必

要
。答 

中
部
へ
の
誘
致
は
、
隣
接
す
る
岡

山
県
の
企
業
、
農
林
水
産
業
と
結
び
つ

い
た
加
工
業
、
地
元
に
集
積
が
あ
る
電

子
デ
バ
イ
ス
業
、
リ
ス
ク
分
散
企
業
の

誘
致
な
ど
の
戦
略
で
進
め
る
。
県
と
中

部
広
域
連
合
が
一
緒
に
な
っ
て
、
事
態

を
打
開
し
て
い
く
。
山
陰
自
動
車
道
は

来
年
度
、
赤
碕
中
山
―
名
和
間
な
ど
が

開
通
す
る
。工
業
団
地
整
備
の
支
援
は
、

来
年
度
予
算
で
拡
充
を
検
討
す
る
。

問 

国
土
交
通
省
が
来
年
度
予
算
で
、

山
陰
新
幹
線
の
構
想
を
含
む
幹
線
鉄
道

路
線
の
、
高
速
化
へ
向
け
た
調
査
費
を

要
求
し
て
い
る
。
県
と
し
て
も
、
同
様

の
検
討
を
始
め
る
べ
き
。
合
わ
せ
て
日

本
海
国
土
軸
の
形
成
に
つ
い
て
、
広
く

国
民
に
問
い
か
け
る
べ
き
。

答 

整
備
新
幹
線
は
す
べ
て
事
業
化

に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
次
は
日
本
海

側
を
ど
う
し
て
い
く
か
だ
。
兵
庫
県
な

ど
と
作
っ
て
い
る
山
陰
新
幹
線
建
設
期

成
同
盟
会
を
、
も
う
一
度
動
か
し
て
い

く
。
日
本
海
国
土
軸
に
つ
い
て
は
、
日

本
海
側
の
府
県
の
連
盟
で
、
推
進
大
会

を
開
く
よ
う
提
案
し
、
機
運
を
盛
り
上

げ
る
。

問 

近
隣
県
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
協
力

関
係
の
進
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
鳥
取
大
学
医
学
部
病
院
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

答 

島
根
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活

用
で
き
る
可
能
性
は
確
実
に
広
が
っ
て

い
る
。

　

鳥
取
大
学
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
は
、

「
平
成
25
年
度
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
を

計
画
す
る
」、
と
い
う
県
と
大
学
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
大
学
側
は

西
部
広
域
消
防
と
協
議
し
な
が
ら
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
25

年
３
月
か
ら
試
験
供
用
す
る
予
定
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー

設
置
、
隣
県
と
の
協
調
な
ど
か
ら
徐
々

に
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

内田　博長 議員

選挙区 日野郡

興治　英夫 議員

選挙区 倉吉市

総
合
事
務
所
の
再
編

公
共
事
業
の
回
復
を

学
校
で
の
い
じ
め
対
策

中
部
地
区
へ
の
企
業
誘
致

山
陰
新
幹
線
構
想

問 

日
野
郡
で
行
っ
て
い
る
共
同
事
務

事
業
の
中
の
道
路
維
持
工
事
は
路
線
を

拡
大
、
河
川
維
持
も
こ
の
委
託
方
式
が

導
入
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
実
際
の
業
者
へ
の
委
託
の
あ

り
方
は
、
地
元
の
実
情
に
ふ
さ
わ
し
く

発
注
す
る
、
５
年
間
程
度
一
括
発
注
す

る
な
ど
一
定
の
工
事
量
を
確
保
し
、
地

域
の
建
設
業
者
存
続
の
下
支
え
を
し
て

雇
用
を
守
る
な
ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 

日
野
郡
三
町
と
よ
く
協
議
し
て

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
河
川
に
つ

い
て
は
今
後
の
議
論
に
し
た
い
。

　

地
域
の
建
設
業
を
下
支
え
し
て
い
く

と
い
う
政
策
は
、
従
来
の
総
合
評
価
に

加
え
、
従
来
の
道
路
維
持
、
今
後
の
河

川
維
持
、
簡
単
な
維
持
修
繕
工
事
は
地

域
密
着
型
総
合
評
価
で
行
う
ほ
う
が
効

率
的
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
を
熟
知
し

た
業
者
が
受
注
で
き
る
方
式
を
導
入
し

て
い
く
。

道
路
維
持
工
事
に
つ
い
て

救
急
医
療
体
制
の
整
備

　

９
月
定
例
会
で
は
、
内
田
博
長
議
員

（
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党
）、
興
治
英

夫
議
員
（
会
派
「
絆
」）
の
２
名
の
議

員
が
県
行
財
政
上
の
諸
問
題
に
つ
い

て
、
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

 

会
派
「
絆
」

山
間
地
域
振
興
を
担
う
組
織
を
設
け
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

西
部
地
域
は
、
西
部
全
体
が
一
つ
の

圏
域
と
し
て
固
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、

日
野
郡
な
り
の
ま
と
ま
り
も
あ
り
、「
日

野
振
興
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
設
置

や
県
職
員
の
町
役
場
へ
の
配
置
な
ど
で

中
山
間
振
興
に
応
え
た
い
。

況
は
好
転
し
て
い
る
。
県
民
が
少
し
で

も
潤
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
事

業
の
抑
制
基
調
を
見
直
し
、
来
年
度
の

予
算
編
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答 

公
共
事
業
は
、
平
成
10
年
度
１
８ 

０
０
億
円
だ
っ
た
の
が
、
平
成
23
年
度

は
６
７
１
億
円
だ
っ
た
。
財
政
環
境
も

若
干
好
転
し
て
き
て
い
る
の
で
、
県
民

に
還
元
す
る
た
め
、
来
年
度
単
県
事
業

だ
け
で
、
１
０
０
億
円
ほ
ど
確
保
す
る

な
ど
の
目
標
を
考
え
て
み
た
い
。

対
策
に
つ
な
げ
た
の
か
。
学
校
、
教
育

委
員
会
の
閉
鎖
性
を
克
服
し
、
保
護
者

や
関
係
機
関
に
オ
ー
プ
ン
に
し
、
協
力

を
得
て
解
決
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

答 

い
じ
め
は
ど
の
学
校
、
ど
の
子

に
も
お
こ
り
得
る
こ
と
を
前
提
に
、
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
把
握
す
る
。
そ
の

た
め
に
、
心
理
検
査
、
相
談
メ
ー
ル
、

24
時
間
相
談
体
制
、
子
ど
も
の
悩
み
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
に
取
り
組

む
。
隠
さ
ず
に
学
校
の
中
で
事
実
を
出

し
て
、
保
護
者
の
協
力
を
得
て
解
決
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。


